
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成21年８月12日

【四半期会計期間】 第81期第１四半期（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

【会社名】 リケンテクノス株式会社

【英訳名】 RIKEN TECHNOS CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  　　 清水　浩

【本店の所在の場所】 東京都中央区日本橋本町三丁目11番５号

【電話番号】 東京　03（3663）7991（代表）

【事務連絡者氏名】 経理部長　　         高橋　房和

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区日本橋本町三丁目11番５号

【電話番号】 東京　03（3663）7991（代表）

【事務連絡者氏名】 経理部長　　         高橋　房和

【縦覧に供する場所】 リケンテクノス株式会社大阪支店

（大阪市北区西天満四丁目11番23号）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

EDINET提出書類

リケンテクノス株式会社(E00838)

四半期報告書

 1/25



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第80期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第81期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第80期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 19,061,08012,982,37274,011,394

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
283,603 277,380△122,012

四半期純利益又は四半期（当期）純損失（△）（千円） △128,746 80,610△3,714,613

純資産額（千円） 37,715,31732,594,60931,780,984

総資産額（千円） 67,726,09853,169,51953,530,064

１株当たり純資産額（円） 540.33 468.39 459.66

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△2.05 1.29 △59.21

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 50.1 54.8 53.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
404,122 73,8802,555,433

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△823,338△383,009△2,972,416

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△389,056 680,378△551,532

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 5,255,9935,317,4034,898,066

従業員数（人） 1,622 1,553 1,564

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３　第80期第１四半期連結累計(会計)期間及び第80期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につい

ては、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　４　第81期第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の連結子会社）が営んでいる事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 1,553    

　（注）　従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む。）であります。

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 797     

　（注）　従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類ごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年６月30日）

前年同四半期比（％）

コンパウンド（千円） 8,782,392 △34.4

フイルム（千円） 2,989,805 △31.6

食品包材（千円） 1,183,319 △6.5

合計（千円） 12,955,516 △31.9

　（注）１　金額は、販売価格によります。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類ごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類の名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

コンパウンド 10,178,627 △25.1 2,620,165 17.1

フイルム 3,502,876 △13.2 1,447,130 △3.1

食品包材 1,196,298 △3.8 112,520 △35.2

商品 133,919 △3.4 48,000 2.1

合計 15,011,722 △21.0 4,227,816 7.0

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類ごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年６月30日）

前年同四半期比（％）

コンパウンド（千円） 8,762,083 △35.0

フイルム（千円） 2,924,609 △31.3

食品包材（千円） 1,172,024 △1.1

商品（千円） 123,654 △16.8

合計（千円） 12,982,372 △31.9

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間（平成21年４月～６月、以下「当第１四半期」）におけるわが国経済は、前半は世界的

な需要減を背景に、輸出の減少やほぼ全産業にわたる在庫調整が急激に進みましたが、後半には中国等アジアでの

需要回復したことや、在庫調整が一巡したことにより生産活動の一部に復調の兆しがみられ、未だ不透明の部分は

多いものの、全体としては最悪期は脱しました。

　海外は、中国・アジア地域では景気の持ち直しが見られましたが、欧米諸国では政策による一部個人消費の増加は

あるものの景気の後退に歯止めがかからない状況が続きました。

　このような状況の中、当社グループでは、収益の改善を最重要課題に掲げ、需要減に合わせた人員の削減、一時帰休

を実施し、効率的な生産を行うとともに、給与の減額、諸経費の全面的な見直し、無駄の削減を行い、収益の確保に向

け徹底した取組みを行いました。

　この結果、当第１四半期の売上高は12,982百万円（前年同四半期連結会計期間比（以下「前年同期比」）31.9%

減）、営業利益は225百万円（前年同期比30.0%増）、経常利益は277百万円（前年同期比2.2%減）となりました。四

半期純利益は、前年同四半期連結会計期間に会計基準の変更により特別損失として計上したたな卸資産評価損はな

く、前年同期比209百万円増の80百万円となりました。

　事業の種類ごとの業績は次のとおりです。

①　コンパウンド事業

　国内の塩ビコンパウンドは、電線・建材分野の需要回復が鈍く売上が低迷しましたが、エラストマーは、中国や

アジア地域の回復による輸出の増加に加え、国内でも政府の経済対策による自動車を中心とした需要の改善によ

り売上減少が底打ちしました。エンジニアリングプラスチックは、業界全体では回復をしたものの、一部の電子部

品用途で在庫の消化が遅れたため、厳しい状況が続きました。

　海外の塩ビコンパウンドは、中国等アジアでは、在庫調整の一巡や、特に中国では政府の経済政策の効果もあり、

売上の減少に歯止めがかかりましたが、米国は当社グループの主力市場である自動車・住宅市場とも改善の兆し

が見えず厳しい状況が続きました。

　この結果、売上高は8,762百万円（前年同期比35.0%減）となりました。

②　フイルム事業

　国内の建材を中心とした市場は、極端な在庫調整が完了し底を脱しましたが、先行き不透明な景気動向を反映

し、本格的な長期需要の回復には至りませんでした。一方電子部材用フイルムは後半中国の需要回復により売上

が上昇に転じました。

　海外は、主力製品である建材用内装フイルム製品は、欧米諸国での景気後退による住宅不況の改善の兆しが見え

ない中、一段の売上減となりました。

　群馬事業所でのフィルム精密加工部門は、５月連休明けより中国および国内の経済対策等により急速に回復し

た薄型テレビの需要を背景に売上減少は止まりましたが、大型受注の獲得までは至りませんでした。

　この結果、売上高は2,924百万円（前年同期比31.3%減）となりました。

③　食品包材事業

　国内は、景気低迷の影響を受け、消費者の動向が外食から中食、内食へシフトし、スーパー等での食材購入が増え

たため、業務用塩ビラップの売上は伸長しました。家庭用ラップは、景気低迷の影響で、消費者の買い控えや低価

格品志向が進み、売上は伸び悩みました。一方中国事業は、採算を重視した製品に絞込む事業方針に転換したため

売上は減少しました。
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　この結果、売上高は1,172百万円（前年同期比1.1%減）となりました。

④　商品

　事業の周辺商品ならびに関連商品を販売しました。

　この結果、売上高は123百万円（前年同期比16.8%減）となりました。

　所在地別セグメントにおける業績は、次のとおりです。

①　日本

　世界同時不況の影響を受け当社グループの主要販売市場である建材、自動車、電線の需要は落ち込み、加えてほ

ぼ全産業にわたる在庫調整が急激に進んだため、コンパウンド製品、フィルム製品、光学フィルム製品とも売上は

減少しました。ただし、後半は中国やアジア地域で需要が回復したことや、在庫調整が一巡したことにより、売上

は下げ止まりました。食品包材製品は、雇用調整や雇用不安を理由に消費者の外食から中、内食のシフトが進んだ

ことにより、スーパーでの食材購入が増加し、業務用ラップの需要が増え、前年を上回る売上となりました。

　収益は、需要減に合わせた効率的な生産の実施と諸経費の徹底的な削減を行い、また原材料価格が落ち着きを取

り戻したことにより、前年比改善しましたが、売上の減少が大きく、営業損失を回避するには至りませんでした。

　この結果、売上高8,880百万円（前年同期比28.8%減）、営業損失52百万円（前年同期　営業損失114百万円）とな

りました。

②　アジア

　コンパウンド事業は、世界的な需要減を背景に大幅な売上減となりました。食品包材事業は、採算を重視した製

品に絞り込む事業方針に転換したため売上は減少しました。

　収益面では、原材料価格の下落による粗付加価値の改善と、受注状況に合わせた機動的・効率的な生産シフトの

進展により、収益を確保することができました。

　この結果、売上高2,550百万円（前年同期比39.0%減）、営業利益283百万円（前年同期比8.9%増）となりました。

③　北米

　昨年後半からの景気後退に歯止めがかからず、当社グループの主力市場である自動車市場・住宅市場とも改善

の兆しが見えず、売上・収益面ともに厳しい状況が続きました。

　この結果、売上高1,335百万円（前年同期比26.4%減）、営業損失13百万円（前年同期　営業損失32百万円）とな

りました。

④　欧州

　主力製品である建材用内装フイルム製品は、景気後退による住宅不況の改善の兆しが見えない中、売上・収益面

とも大幅な減額を余儀なくされました。

　この結果、売上高215百万円（前年同期比63.6%減）、営業損失4百万円（前年同期　営業利益25百万円）となりま

した。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、5,317百万円

（前年同期末は5,255百万円）となりました。営業活動により獲得したキャッシュ・フローは73百万円（前年同期

は404百万円の獲得）、投資活動に使用したキャッシュ・フローは383百万円（前年同期は823百万円の使用）、財務

活動により獲得したキャッシュ・フローは680百万円（前年同期は389百万円の支出）等により、前連結会計年度末

に比べ419百万円増加しました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間における営業活動で獲得した資金は、73百万円です。これは主に、税金等調整前四半

期純利益（317百万円）と減価償却費（645百万円）の合計額は962百万円（前年同期比408百万円増）あったも

のの、世界同時不況による急激な売上減少の影響を受け、売上債権とたな卸資産の減少額が仕入債務の減少額を

下回り、運転資金需要が一時的に増加したことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間における投資活動に使用した資金は、383百万円です。これは、主に有形固定資産の取

得による支出238百万円、子会社株式の取得による支出103百万円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間における財務活動で獲得した資金は、680百万円です。これは主に、株主様への配当金

の支払105百万円ありましたが、国内外子会社が、買掛金等仕入債務の支払に充当するため短期借入金796百万円

借入れたことによるものです。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第1四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。依然不透

明な経済環境の下、引続き需要減に合わせた効率的な生産体制と固定費の削減等、収益確保に向け継続して取組ん

でまいります。

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、254百万円であります。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　  当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

  　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 236,000,000

計 236,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 66,113,819 66,113,819
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株　

計 66,113,819 66,113,819 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年４月１日～

平成21年６月30日　
－ 66,113 － 8,514,018 － 6,532,977

（５）【大株主の状況】

  大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  3,843,000
－ 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式 61,524,000 61,524 同上

単元未満株式 普通株式    746,819 － －

発行済株式総数 66,113,819 － －

総株主の議決権 － 61,524 －

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

また、「議決権の数（個）」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数2個が含まれておりま

す。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式737株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成21年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

                  

リケンテクノス株

式会社

東京都中央区日本

橋本町三丁目11番

５号

3,843,000 － 3,843,000 5.81

計 － 3,843,000 － 3,843,000 5.81

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月

最高（円） 181 185 205

最低（円） 151 164 179

　（注）　最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、また、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日か

ら平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,069,065 5,145,437

受取手形及び売掛金 14,351,566 15,731,162

有価証券 800,619 800,956

商品及び製品 4,309,410 4,353,230

仕掛品 523,140 599,033

原材料及び貯蔵品 2,889,152 2,759,593

短期貸付金 1,534,323 31,951

その他 475,471 424,744

貸倒引当金 △247,486 △244,474

流動資産合計 28,705,263 29,601,634

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,072,970 5,995,029

機械装置及び運搬具（純額） 6,906,489 6,976,333

工具、器具及び備品（純額） 585,921 631,936

土地 4,672,467 4,596,486

リース資産（純額） 72,732 33,085

建設仮勘定 142,107 122,929

有形固定資産合計 ※1
 18,452,689

※1
 18,355,800

無形固定資産

のれん 84,096 60,724

リース資産 101,359 99,575

その他 424,163 426,304

無形固定資産合計 609,619 586,604

投資その他の資産

投資有価証券 3,765,026 3,345,897

前払年金費用 1,098,901 1,138,771

その他 571,447 531,413

貸倒引当金 △33,430 △30,058

投資その他の資産合計 5,401,945 4,986,025

固定資産合計 24,464,255 23,928,429

資産合計 53,169,519 53,530,064
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,676,169 11,905,022

短期借入金 ※4
 4,508,413

※4
 3,592,141

1年内返済予定の長期借入金 5,854 5,854

リース債務 41,263 30,105

未払金 830,371 807,066

未払費用 890,948 918,593

未払法人税等 211,332 148,034

賞与引当金 107,447 179,459

その他 571,746 449,992

流動負債合計 16,843,546 18,036,269

固定負債

長期借入金 565,550 526,674

リース債務 138,380 105,238

退職給付引当金 2,082,876 2,100,696

役員退職慰労引当金 136,181 146,763

その他 808,374 833,437

固定負債合計 3,731,362 3,712,810

負債合計 20,574,909 21,749,079

純資産の部

株主資本

資本金 8,514,018 8,514,018

資本剰余金 6,535,376 6,535,376

利益剰余金 15,370,618 15,414,548

自己株式 △1,334,853 △1,333,443

株主資本合計 29,085,160 29,130,500

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 888,537 457,329

為替換算調整勘定 △810,718 △964,452

評価・換算差額等合計 77,819 △507,123

少数株主持分 3,431,629 3,157,607

純資産合計 32,594,609 31,780,984

負債純資産合計 53,169,519 53,530,064
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 19,061,080 12,982,372

売上原価 16,845,658 11,209,412

売上総利益 2,215,422 1,772,959

販売費及び一般管理費 ※1
 2,041,688

※1
 1,547,060

営業利益 173,733 225,899

営業外収益

受取利息 12,867 5,941

受取配当金 56,836 47,358

為替差益 74,240 5,066

その他 51,309 26,225

営業外収益合計 195,254 84,591

営業外費用

支払利息 36,388 25,520

その他 48,995 7,589

営業外費用合計 85,384 33,110

経常利益 283,603 277,380

特別利益

固定資産売却益 1,803 36

投資有価証券売却益 － 64

受取保証金 － 62,869

特別利益合計 1,803 62,970

特別損失

固定資産売却損 － 6

固定資産除却損 8,891 65

投資有価証券評価損 － 22,620

たな卸資産評価損 440,115 －

その他 6,569 －

特別損失合計 455,576 22,692

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△170,168 317,659

法人税等 △157,814 129,626

少数株主利益 116,391 107,421

四半期純利益又は四半期純損失（△） △128,746 80,610
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△170,168 317,659

減価償却費 724,680 645,141

のれん償却額 △12,396 2,395

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △39,142 △10,581

退職給付引当金の増減額（△は減少） △31,688 △22,909

貸倒引当金の増減額（△は減少） 33,678 2,967

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18,000 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △175,310 △72,409

受取利息及び受取配当金 △69,703 △53,299

支払利息 36,388 25,520

投資有価証券売却損益（△は益） － △64

投資有価証券評価損益（△は益） － 22,620

有形固定資産売却損益（△は益） △1,803 △30

有形固定資産除却損 8,891 65

たな卸資産評価損 440,115 －

売上債権の増減額（△は増加） △32,604 1,541,288

たな卸資産の増減額（△は増加） △794,352 208,110

仕入債務の増減額（△は減少） 682,053 △2,386,811

未払消費税等の増減額（△は減少） 13,726 △48,991

その他 △131,153 △83,215

小計 463,209 87,455

利息及び配当金の受取額 68,310 54,668

利息の支払額 △310 △34,693

法人税等の支払額 △127,086 △33,550

営業活動によるキャッシュ・フロー 404,122 73,880

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △9,796 △3,835

定期預金の払戻による収入 1,501 －

有形固定資産の取得による支出 △703,088 △238,265

有形固定資産の売却による収入 4,650 30

投資有価証券の取得による支出 △392 △240

投資有価証券の売却による収入 － 429

貸付けによる支出 △14,080 △20,000

貸付金の回収による収入 14,864 1,921

子会社株式の取得による支出 △140,576 △103,224

その他 23,580 △19,824

投資活動によるキャッシュ・フロー △823,338 △383,009
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △111,498 796,406

長期借入金の返済による支出 △64,304 △999

リース債務の返済による支出 － △7,779

自己株式の取得による支出 △882 △1,410

配当金の支払額 △212,370 △105,838

財務活動によるキャッシュ・フロー △389,056 680,378

現金及び現金同等物に係る換算差額 △286,000 48,087

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,094,273 419,337

現金及び現金同等物の期首残高 6,350,266 4,898,066

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 5,255,993

※1
 5,317,403
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　該当事項はありません。

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

（四半期連結損益計算書関係）　

　前第１四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示しておりました「投資有価証券評価損」は、

特別損失総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。なお、前第１四半

期連結累計期間の特別損失の「その他」に含まれる「投資有価証券評価損」は3,378千円であります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）　　

　前第１四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりまし

た「投資有価証券評価損益」は重要性が増加したため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。な

お、前第１四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「投資有価証券評価

損」は3,378千円であります。

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度

末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっ

ており、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化があるか、又は、一時差異等の

発生の状況に著しい変化が認められる場合には、前連結会計年度末において使用した将

来の業績予想やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利

用する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．税金費用の計算 　当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該実効税率を乗じて計

算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果と

なる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産減価償却累計額

42,452,835千円

※１　有形固定資産減価償却累計額

41,499,115千円

２　受取手形割引高は、93,440千円であります。 ２　受取手形割引高は、158,842千円であります。

３  裏書手形譲渡高は、98,393千円であります。 ３  裏書手形譲渡高は、480,406千円であります。 

※４　提出会社は、設備資金の効率的な調達を行なうため取

引銀行との間に当座貸越契約を締結しております。

　当第１四半期連結会計期間末の借入未実行残高は以

下のとおりであります。 

当座貸越極度額の総額 2,000,000千円

借入実行残高 1,500,000

差引額 500,000

※４　提出会社は、設備資金の効率的な調達を行なうため取

引銀行との間に当座貸越契約を締結しております。

　当連結会計年度末の借入未実行残高は以下のとおり

であります。 

当座貸越極度額の総額 2,000,000千円

借入実行残高 1,500,000

差引額 500,000

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目

　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

支払運賃 545,475千円

給料及び賞与 375,136

賞与引当金繰入額 72,551

退職給付費用 62,742

役員退職慰労引当金繰入額 9,593

役員賞与引当金繰入額 6,000

研究開発費 194,263

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目

　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

支払運賃     366,176千円

給料及び賞与 355,581

賞与引当金繰入額 17,402

退職給付費用 48,447

役員退職慰労引当金繰入額 11,382

貸倒引当金繰入額 3,544

研究開発費 169,572

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※１　現金及び現金同等物の期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日）

現金及び預金勘定 4,012,619千円

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金等
△55,366

 

有価証券勘定 300,102 

短期貸付金 998,637 

現金及び現金同等物 5,255,993 

 

※１　現金及び現金同等物の期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日）

現金及び預金勘定 4,069,065千円

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金等
△551,524

 

有価証券勘定 300,316 

短期貸付金 1,499,545 

現金及び現金同等物 5,317,403 
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（株主資本等関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　　　66,113千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

  普通株式　　　　 3,851千株

 

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(1)　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年6月25日

定時株主総会
普通株式 124,540 2 平成21年3月31日平成21年6月26日利益剰余金

(2)　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

末後となるもの

   該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　当社のグループの事業内容は、合成樹脂加工等の事業であるので、事業の種類別セグメント情報は記載して

おりません。

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　当社のグループの事業内容は、合成樹脂加工等の事業であるので、事業の種類別セグメント情報は記載して

おりません。

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

北米
（千円）

欧州
（千円）

計（千円）
消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上

高
12,475,4244,177,4841,814,850593,32119,061,080－ 19,061,080

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
875,194 － 178 16,930892,303(892,303)－

計 13,350,6194,177,4841,815,029610,25119,953,384(892,303)19,061,080

営業利益又は営業損失(△) △114,575260,202△32,27825,695139,04334,690173,733

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

北米
（千円）

欧州
（千円）

計（千円）
消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上

高
8,880,7712,550,1411,335,636215,82212,982,372－ 12,982,372

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
383,628 － － 6,379390,007(△390,007)－

計 9,264,3992,550,1411,335,636222,20113,372,379(△390,007)12,982,372

営業利益又は営業損失(△) △52,823283,448△13,324△4,538212,76313,136225,899

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主要な国又は地域

アジア：中国、タイ、インドネシア

北米　：米国

欧州　：オランダ

３　会計処理の方法の変更

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(1)に記載のとおり、当第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適

用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、営業利益が、日本で108,617千円減少し

ております。

（受取ロイヤルティの計上方法の変更）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(3)に記載のとおり、提出会社は、

従来受取ロイヤルティを営業外収益に計上しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より売上高に含め

て計上する方法に変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、売上高は日本で

107,241千円、消去又は全社で107,241千円それぞれ増加し、営業利益は日本で107,241千円増加し、消去又は

全社における利益が107,241千円減少しております。
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【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 5,338,0481,813,434867,010 7,640 8,026,133

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 19,061,080

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
28.0 9.5 4.6 0.0 42.1

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 3,124,7311,339,428357,522 7,125 4,828,807

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 12,982,372

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
24.1 10.3 2.8 0.1 37.2

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主要な国又は地域

アジア　　　：中国、タイ、インドネシア、韓国

北米　　　　：米国、カナダ

欧州　　　　：イタリア、イギリス、オランダ

その他の地域：オーストラリア等　

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められないため、記

載しておりません。

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 468.39円 １株当たり純資産額 459.66円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 2.05円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 1.29円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額及び１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △128,746 80,610

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△128,746 80,610

期中平均株式数（千株） 62,800 62,266

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。

（リース取引関係）

　リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について、引き続き通常の

賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は

前連結会計年度末日に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月11日

リケンテクノス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤井　靜雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 堀　　健　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリケンテクノス株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リケンテクノス株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、提出会社及び国内連結子

会社は、当第１四半期連結会計期間より、通常の販売目的で保有するたな卸資産について、移動平均法による原価法（貸借

対照表価額については、収益性の低下に基づく簿価切下げ方法）に変更している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月11日

リケンテクノス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤井　靜雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 堀　　健　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山﨑　隆浩　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリケンテクノス株式

会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リケンテクノス株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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